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ＣＳＥＭ社との「連携協定締結」及び「三重連携オフィス」の設置
　１月２３日、本学は、スイスに本拠を置くＣ
ＳＥＭ社、三重県、津市、四日市市及び三重県
産業支援センター（ＭＩＥＳＣ）と県内中小企
業などに対する支援などに関する標記協定を
締結しました。また、ＣＳＥＭ社と県内外の日
本企業との連携活動を促進することを目的
に、本学地域戦略センター内に標記オフィスを
設置しました。午後には、これらを記念してセ
ミナーが開催され、メディアホールでＣＳＥＭ
社及び本学のイノベーション活動を誘発する
施策を紹介し、約５０名が参加しました。

　平成２５年１月１日付けで三重大学の理事（総務・財務担当）・事務局長に就任いた
しました。皆さんどうぞよろしくお願いいたします。今、国立大学を取り巻く状況は
大変厳しいものがあります。国立大学が自主的に改革を実行していくことが求められ
ている中、昨年６月に文部科学省から大学改革実行プランが公表され、昨年１２月か

らはミッションの再定義のヒアリングが実施されています。三重大学としても、これを絶好の機会と
とらえ、三重大学の強み・特色をさらに伸ばしていく必要があります。内田学長の指導の下、教職協
働で三重大学の発展のために頑張っていきたいと思っています。

　内田学長はじめ、皆様方には大変お世話になり、ありがとうございました。理事・事務
局長として４年足らずではありましたが、この地で定年を迎えることができ、私にとって
三重大学が第二のふるさとになりました。皆様とはそれぞれの立場をこえて諸課題に取り
組み、意見を出し合うこともありましたが、大学への愛校心と真摯な態度で頑張ってくれ
た姿に感動するとともに、このような素晴らしい仲間達と一緒に仕事が出来たことを誇りに思います。最
後に、これまで支えて頂いたすべての方々に心から感謝し、三重大学の益々の発展をお祈り申し上げます。

【就任】鈴
す ず き

木 英
すぐる

【退任】坂
さかぐち

口 力
ちから

事務局長挨拶

学長年頭挨拶の要旨
　本年度の最大の課題は教養教育の改革と充実を実現するための組織とカリキュラムを整備すること
です。カリキュラム等検討委員会の答申を基にして新たな取り組みを推進します。また、研究での地
域連携は重要です。地域のニーズと大学の持つシーズを結び付け地域貢献度を高めましょう。世界一
の環境先進大学を目指す中でのスマートキャンパス実証事業や大学のグローバル化とその人材養成の
実現に向けても学生、教職員一体となって取り組みましょう。
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　梅林名誉教授はタイでの植樹活動が
評価され、昨年「佐野藤三郎特別賞」
を受賞されました。副賞の一部をタイ
人留学生支援にご寄付いただきました。

梅林正直三重大学名誉教授タイ
人留学生助成金受領式

　「三重大学スマートキャンパス実証事
業」の一環として３００ｋＷの風車が
設置されました。今後、大学の新たな
シンボルとなることが期待されます。

新設風車を新産業創成研究拠点
東側に設置

　文部科学省高等教育局学生・留学生
課長の松尾泰樹氏による標記講演会が
行われ、学長をはじめとする約１００
名の教職員や留学生が出席しました。

特別講演会
「留学生政策の現状と展望」

26日 27日 27日

17日 17日 17日

　ゼブラフィッシュを用い、食行動制
御遺伝子などの高速探索可能なシステ
ムを確立しました。新たな医薬品開発
などに寄与することが期待されます。

食行動を制御する遺伝子と医薬品
のハイスピード探索法開発に成功

　医学系研究科は日本の大学で初めて
標記大学と一般協定の締結を行いまし
た。今後、教育・研究両分野での交流
が活発に行われることが期待されます。

ヤンゴン第一医科大学と学部間
協定を締結

　共同利用大学の四日市大学と名古屋
大学から拠点活動の紹介、三重県内で
海産物の研究をされている方々による
ご講演があり、参加者に大好評でした。

勢水丸のシンポジウム

　医学科４年生１１８名を対象に標記
式典を挙行しました。登医学部長ら８
名から三医会寄贈の白衣が授与され、
学生は医師への決意を新たにしました。

平成２４年度医学部医学科白衣
授与式および優秀学生表彰

　朴理事は、実践環境教育などが評価
され環境大臣表彰を、環境ＩＳＯ学生
委員会は、町屋海岸の清掃活動などが
評価されみえ環境大賞を受賞しました。

前葉津市長へ「環境大臣表彰」
と「みえ環境大賞」の受賞報告
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12月

12月

1月
ガスコージェネレーションシス
テムを設置
　「三重大学スマートキャンパス実証事
業」の一環として設置されました。ク
リーンな都市ガスを燃料として電気を
作り出し、排熱は有効活用します。

１１/２９	 �地域イノベーション学研究科長候補者に小林一成教授が選出されました。任期は２０１３年４月１日から２
年間です。＜地域イノベーション学研究科事務室＞

１２/１３	 �医学系研究科長兼医学部長候補者に緒方正人教授が選出されました。任期は２０１３年４月１日から２年間
です。＜医学系研究科チーム＞

１２/１３	 �生物資源学研究科長兼生物資源学部長候補者に後藤正和教授が選出されました。任期は２０１３年４月１日
から２年間です。＜生物資源学研究科チーム＞

１/７	 医学系研究科が尾鷲市長、尾鷲総合病院院長に感謝状を授与しました。＜医学系研究科チーム＞
１/２２	 �三重テレビ放送「きらめく群像～三重大学の財～」第１０回「工学部」が放送され、伊藤学部長、川口教授、

矢野教授、井須教授が出演しました。＜総務チーム広報室＞
１/２５	 総合研究棟Ⅱ第２・３会議室において、第１０回定例記者懇談会を行いました。＜総務チーム広報室＞


